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(57)【要約】
【課題】通常家庭や公共施設又、店舗などで使用されて
いる既存の照明器具が停電時、ＬＥＤ非常灯として切り
替わるシステムを可能にする、充電器、バッテリー、Ｌ
ＥＤ基板を一体化し既存の照明器具に設置接続すること
により通常の照明器具としても機能しつつ、停電時には
非常灯としての機能を持ったＬＥＤ照明器具を提供する
。
【解決手段】従来の非常灯においては、天井裏や壁の裏
に配線工事をする必要があったが本発明によるＬＥＤ非
常灯は、既存の照明器具の内部に設置接続するため新た
に配線工事をする必要がなく、安価に非常灯としての機
能を得る事が出来る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
、ＬＥＤ非常灯として機能するように、充電器、バッテリー、ＬＥＤの基板を一体化し既
存の照明器具の空きスペースに設置、接続することにより、通常は照明器具として機能し
又、地震、台風など災害時の停電においては、バッテリーに切り替わりＬＥＤを点灯させ
、非常灯として安心と、安全に避難路を確保することが出来る。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、一般家庭、公共施設、店舗において自然災害や事故により、生じた停電時にお
いて、既存の照明器具内に設置、接続されたＬＥＤが点灯し続け危険物障害物を確認でき
、安全に非難出来る輝度を持つ非常灯。
【背景技術】
【０００２】
台風や地震など自然災害や事故などで停電が発生し、電力供給の復旧までに多大な時間を
要するケースがある。こんな場合暗闇の中で、避難路が確保できず怪我をしたり、死亡事
故につながる事も少なくない。本発明は、それらの危険を回避するための技術を提供する
ものである。
【特許文献１】特開　平１１－８９１１２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
特許文献１の停電時のバックアップシステムの、非常灯はバッテリーが外部に設置されて
いるために、天井裏や壁裏に配線の必要がある、新築の場合においては、あらかじめ配線
することが出来るが、既存の住宅では配線工事が露出配線になるか、壁内配線工事であれ
ば費用もかさみ施工が困難である。
【０００４】
しかしながら、従来の非常灯は停電時のみ点灯するものであって、通常照明の外に設置す
る必要があった。通常の照明器具と非常灯が兼用であれば、非常灯を新たに設置する必要
がなく、経済的でもあり、しかも全室の照明も点灯させることが出来るので、暗闇の恐怖
から開放される。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
従来の非常灯は、照明器具本体にバッテリーと停電を感知して点灯させる制御機能を一体
化していてコンパクトではあるが値段が高価である割には、バッテリーが小さい分、点灯
時間も短く不安もあった。しかも取り付けるに至っても天井裏、壁の裏に配線工事が必要
であった。本発明による非常灯は、既存の照明器具内に設置可能なため配線の必要がなく
安価である。又、非常灯が消費電力の少ないＬＥＤであるため、バッテリーの消費量も少
なく長時間、点灯し続けることが出来る。
【発明の効果】
【０００６】
本発明によるＬＥＤ非常灯を既存の照明器具内に設置することにより、自然災害や事故に
より生じた停電において、停電を感知して点灯すれば、家中の照明器具を一斉に点灯させ
ることも可能になり、部屋、廊下、階段に至るまで明るさを確保できるので、安全に屋外
に避難することが出来る。
【０００７】
既存の照明器具を使用するため、配線の必要がなく設置時間が短縮でき、配線工事の費用
が節約できる。
【０００８】
既存の照明器具から常時電力が供給されているためバッテリーは常にフル充電が可能であ
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るため、バッテリーの残量を心配する必要がない。
【発明の実施するための最良の形態】
【０００９】
以下、本発明の形態を図１～図２に基づいて説明する。
【００１０】
図においては、１はＡＣ　ＤＣコンバーターで２の充電器にＤＣを供給する。
【００１１】
２の充電器から、４のバッテリーに、充電される。
【００１２】
４のバッテリーから出力された電力は、３のリレーの接点側に接続されていてコイル側の
ＡＣが通電中は、リレーの接点はＯＦＦになっていて停電になると接点がＯＮになる。
【００１３】
３のリレーの接点は５のＬＥＤに接続されていて、リレーのコイル側のＡＣが停電などに
より電力が遮断されれば３のリレーの接点がＯＮになるため、ＬＥＤが点灯することにな
る。
【００１４】
既存の照明器具を使用する場合、壁の手元スイッチは常時ＯＮにしておく必要が有る為８
のリモコンが付いている照明器具を使用することになる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】　本発明の平面図である。
【図２】　本発明の断面図である。
【符号の説明】
【００１６】
１　　ＡＣアダプター
２　　充電器
３　　リレー
４　　バッテリー
５　　ＬＥＤ
６　　既存の蛍光灯
７　　既存のインバーター
８　　既存のリモコン受光部
９　　既存蛍光灯器具のケーシング
１０　ＬＥＤのベース
１１　既存蛍光灯のプラスチックカバー
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